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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間の世界経済は、米国では景気の緩やかな回復が継続し、欧州経済も

持ち直しの動きが見られた一方、中国や東南アジアの経済成長は鈍化しました。日本経済は、総

じて緩やかな回復基調が続きましたが、生産活動や輸出が弱含むなど、景気は先行き不透明な状

況で推移しました。 

このような情勢のもと、当社グループにおきましては、物流事業ではベトナム・ハノイに新拠

点を開設するなど物流ネットワークの拡充に努めたほか、大阪港・南港地区で建設を進めていた

新倉庫及び文書等情報記録媒体を取り扱う専用施設「羽生アーカイブズ第２センター」（埼玉県

羽生市）の第二期倉庫が竣工し、営業を開始するなど、事業基盤の強化を図ってまいりました。 

海運事業では、米国西海岸における港湾混雑の影響がありましたが、北米北西岸航路サービス

を提供するWestwood Shipping Lines,Inc.は運航への影響を最小限にとどめ、北米向け貨物の取

扱拡大に注力してまいりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間は、海運事業において輸送実績が前年同期を上回ったこ

となどから、営業収益は1,306億8千8百万円と前年同期比2.1％の増収となりました。また、営業

利益はテナントの入居に伴う不動産賃貸収入の増加等により82億7千1百万円と前年同期に比べ

18.0％の増益となり、経常利益は102億8千6百万円と前年同期比22.1％の増益となりました。親

会社株主に帰属する四半期純利益は63億6千5百万円と前年同期に比べ8.8％の増益となりまし

た。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①物流事業 

倉庫業では、文書等情報記録媒体を中心に貨物保管残高が堅調に推移した一方、入出庫の取

扱いが前年同期を下回ったことから、倉庫収入は170億1千2百万円（前年同期比0.3％減）とな

りました。港湾運送業では、コンテナ荷捌において中国航路の取扱いが前年同期を下回ったこ

とから、港湾運送収入は278億9千2百万円（同1.6％減）となりました。国際輸送業では、プロ

ジェクト輸送及び一貫輸送の取扱いが前年同期に比べ減少したことから、国際輸送収入は258

億円（同3.0％減）となりました。陸上運送業及びその他の業務は、一部荷主の配送センター

業務の取扱いが終了したこと等により、陸上運送ほか収入は283億6千7百万円（同1.5％減）と

なりました。 

以上の結果、物流事業全体の営業収益は990億7千3百万円（前年同期比1.7％減）となりまし

た。営業利益は、新規施設の稼働に伴う取得時一時税金の発生等もあり、前年同期比2.0％減

の66億5千4百万円となりました。 

②海運事業 

海運事業では、北米向けコンテナ貨物を中心に前年同期を大きく上回る取扱いとなったほ

か、為替相場が前年同期に比べ円安となったことなどにより、営業収益は248億6百万円（前年

同期比16.0％増）となりました。営業利益は、燃料油価格の低下も寄与して、前年同期比2.2

倍の15億9千9百万円となりました。 

③不動産事業 

不動産事業では、平成26年６月にリニューアル工事が完了した賃貸物件の賃料収入が回復し

たことなどから、営業収益は75億2千5百万円（前年同期比15.5％増）、営業利益は前年同期比

35.0％増の34億2千8百万円となりました。 
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（注）１．上記のセグメントの営業収益には、セグメント間の内部営業収益7億1千5百万円（前年

同期7億5百万円）を含んでおります。 

２．上記のセグメントの営業利益は、各セグメントに帰属しない全社費用等34億1千万円

（前年同期30億3千4百万円）控除前の利益であります。 

 

セグメント別の営業収益内訳 

内訳 

前第３四半期 
連結累計期間 

（自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日） 

当第３四半期 
連結累計期間 

（自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日） 

前年同期比増減 

増減額 比率％ 

物流事業      100,808百万円      99,073百万円   △1,735百万円 △1.7

（倉庫収入） (17,069) (17,012) (△56) (△0.3) 

（港湾運送収入） (28,337) (27,892) (△445) (△1.6) 

（国際輸送収入） (26,587) (25,800) (△787) (△3.0) 

（陸上運送ほか収入） (28,814) (28,367) (△446) (△1.5) 

海運事業 21,381 24,806 3,424 16.0 

（海運事業収入） (21,381) (24,806) (3,424) (16.0) 

不動産事業 6,517 7,525 1,008 15.5 

（不動産事業収入） (6,517) (7,525) (1,008) (15.5) 

計 128,707 131,404  2,696 2.1 

セグメント間内部営業収益 △705 △715 △10 △1.5 

純営業収益 128,002 130,688 2,686 2.1 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

 資産合計は、社債の発行に伴い「現金及び預金」、「長期預金」が増加したこと等により、前

期末比3.1％増の3,118億5千8百万円となりました。また、負債合計は、「社債」の増加等によ

り、前期末比4.8％増の1,373億3千5百万円となりました。純資産合計は、親会社株主に帰属する

四半期純利益の計上により「利益剰余金」が増加したこと等により、前期末比1.8％増の1,745億

2千3百万円となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益や減価償却による資金の留

保等により107億7千7百万円の増加（前年同期は103億1千万円の増加）となりました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の預入による支出や有形固定資産の取得によ

る支出等により173億7千9百万円の減少（前年同期は82億4千6百万円の減少）となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済や配当金の支払いはあったものの、社債

の発行等により65億4千9百万円の増加（前年同期は80億4百万円の減少）となりました。 
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 当第３四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フローは、以上の結果に「現金及び現金

同等物に係る換算差額」（△5億2千8百万円）を加えた全体で5億8千万円の減少となり、現金及

び現金同等物の四半期末残高は、212億4千8百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第３四半期連結累計期間における業績が概ね計画どおりに推移していることから、連結業績

予想につきましては、平成27年５月12日に公表しました予想数値を据え置いております。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

一部の連結子会社においては、税金費用の計算にあたり、当第３四半期連結累計期間を含む連

結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合

会計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年

９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結

会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を

資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合

については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する

四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四

半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っており

ます。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度につ

いては、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(3)、連結会計基準第44

－５項(3)及び事業分離等会計基準第57－４項(3)に定める経過的な取扱いに従っており、過去

の期間のすべてに新たな会計方針を遡及適用した場合の第１四半期連結会計期間の期首時点の

累積的影響額を資本剰余金及び利益剰余金に加減しております。 

この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、のれん308百万円、資本剰余金19百万

円、利益剰余金152百万円及び為替換算調整勘定136百万円が減少しております。また、当第３四

半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ26百万円増加

しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 26,861 30,557 

受取手形及び営業未収入金 19,471 19,521 

販売用不動産 76 51 

仕掛品 30 23 

繰延税金資産 773 590 

その他 4,928 5,545 

貸倒引当金 △110 △104 

流動資産合計 52,031 56,184 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 64,480 70,202 

機械装置及び運搬具（純額） 3,437 3,985 

船舶（純額） 7,831 7,473 

工具、器具及び備品（純額） 1,147 1,085 

土地 49,265 49,424 

建設仮勘定 7,135 2,998 

その他（純額） 676 647 

有形固定資産合計 133,973 135,817 

無形固定資産    

のれん 3,823 3,135 

借地権 5,573 5,546 

ソフトウエア 1,445 1,351 

その他 217 209 

無形固定資産合計 11,060 10,242 

投資その他の資産    

投資有価証券 96,351 95,833 

長期貸付金 445 481 

繰延税金資産 2,353 2,159 

長期預金 － 5,000 

その他 6,542 6,389 

貸倒引当金 △212 △250 

投資その他の資産合計 105,480 109,613 

固定資産合計 250,513 255,673 

資産合計 302,545 311,858 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 12,261 12,111 

1年内償還予定の社債 100 100 

短期借入金 16,567 13,461 

未払法人税等 1,522 1,290 

賞与引当金 1,583 1,106 

その他 7,040 5,665 

流動負債合計 39,075 33,735 

固定負債    

社債 12,200 25,100 

長期借入金 43,919 43,160 

繰延税金負債 24,203 23,841 

退職給付に係る負債 2,693 2,592 

役員退職慰労引当金 92 69 

長期預り金 7,665 7,753 

その他 1,192 1,082 

固定負債合計 91,966 103,599 

負債合計 131,041 137,335 

純資産の部    

株主資本    

資本金 21,822 21,822 

資本剰余金 19,159 19,240 

利益剰余金 83,175 87,065 

自己株式 △8,956 △8,951 

株主資本合計 115,201 119,176 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 42,945 42,649 

繰延ヘッジ損益 △7 △21 

為替換算調整勘定 5,719 4,823 

退職給付に係る調整累計額 261 281 

その他の包括利益累計額合計 48,919 47,733 

新株予約権 101 163 

非支配株主持分 7,280 7,449 

純資産合計 171,503 174,523 

負債純資産合計 302,545 311,858 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

営業収益    

倉庫収入 17,069 17,012 

港湾運送収入 28,054 27,613 

国際輸送収入 26,587 25,800 

陸上運送収入 20,479 20,069 

海運収入 21,269 24,675 

物流施設賃貸収入 3,980 3,902 

不動産賃貸収入 6,139 6,970 

その他 4,421 4,645 

営業収益合計 128,002 130,688 

営業原価    

作業諸費 79,043 78,818 

人件費 14,516 14,818 

賃借料 7,482 7,773 

租税公課 1,421 1,663 

減価償却費 4,997 5,417 

その他 6,453 6,376 

営業原価合計 113,914 114,868 

営業総利益 14,087 15,820 

販売費及び一般管理費    

給料手当及び福利費 3,821 4,008 

賞与引当金繰入額 169 259 

退職給付費用 181 210 

のれん償却額 362 363 

その他 2,541 2,707 

販売費及び一般管理費合計 7,076 7,549 

営業利益 7,011 8,271 

営業外収益    

受取利息及び配当金 1,642 1,765 

持分法による投資利益 239 191 

その他 187 583 

営業外収益合計 2,069 2,540 

営業外費用    

支払利息 386 333 

為替差損 186 － 

その他 85 191 

営業外費用合計 657 525 

経常利益 8,423 10,286 
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    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

特別利益    

固定資産売却益 21 34 

受取補償金 994 － 

為替換算調整勘定取崩益 － 32 

特別利益合計 1,016 67 

特別損失    

固定資産除却損 55 94 

投資有価証券評価損 － 64 

事業構造改善費用 162 30 

特別損失合計 218 189 

税金等調整前四半期純利益 9,221 10,164 

法人税、住民税及び事業税 2,216 3,025 

法人税等調整額 936 272 

法人税等合計 3,153 3,297 

四半期純利益 6,068 6,866 

非支配株主に帰属する四半期純利益 220 501 

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,848 6,365 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 6,068 6,866 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 5,108 △312 

繰延ヘッジ損益 － △23 

為替換算調整勘定 762 △889 

退職給付に係る調整額 △10 22 

持分法適用会社に対する持分相当額 130 △58 

その他の包括利益合計 5,990 △1,261 

四半期包括利益 12,058 5,605 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 11,751 5,315 

非支配株主に係る四半期包括利益 307 289 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 9,221 10,164 

減価償却費 5,387 5,747 

減損損失 51 － 

受取補償金 △994 － 

のれん償却額 362 363 

引当金の増減額（△は減少） △580 △465 

受取利息及び受取配当金 △1,642 △1,765 

支払利息 386 333 

持分法による投資損益（△は益） △239 △191 

固定資産売却損益（△は益） △21 △34 

固定資産除却損 55 94 

投資有価証券評価損益（△は益） － 64 

売上債権の増減額（△は増加） △538 △328 

仕入債務の増減額（△は減少） △206 △52 

その他 295 △1,259 

小計 11,535 12,670 

利息及び配当金の受取額 1,730 1,832 

利息の支払額 △407 △345 

補償金の受取額 497 － 

法人税等の支払額 △3,045 △3,379 

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,310 10,777 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △4,779 △13,847 

定期預金の払戻による収入 6,425 4,560 

有形固定資産の取得による支出 △11,997 △7,890 

有形固定資産の売却による収入 32 170 

無形固定資産の取得による支出 △286 △354 

投資有価証券の取得による支出 △30 △29 

投資有価証券の売却による収入 3,003 0 

貸付けによる支出 △72 △68 

貸付金の回収による収入 29 29 

その他 △572 52 

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,246 △17,379 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 6,282 5,131 

短期借入金の返済による支出 △5,638 △4,696 

長期借入れによる収入 200 1,100 

長期借入金の返済による支出 △6,519 △5,399 

社債の発行による収入 － 13,000 

配当金の支払額 △2,124 △2,220 

その他 △204 △364 

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,004 6,549 

現金及び現金同等物に係る換算差額 339 △528 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,601 △580 

現金及び現金同等物の期首残高 22,616 21,828 

現金及び現金同等物の四半期末残高 17,015 21,248 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  物流事業 海運事業 不動産事業 計 

営業収益            

外部顧客への営業収益 100,492 21,269 6,240 128,002 － 128,002 

セグメント間の内部営業収益
又は振替高 

316 112 276 705 △705 － 

計 100,808 21,381 6,517 128,707 △705 128,002 

セグメント利益 6,791 715 2,538 10,045 △3,034 7,011 

（注）１．セグメント利益の調整額△3,034百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,012

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社及び一部の連結子

会社の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  物流事業 海運事業 不動産事業 計 

営業収益            

外部顧客への営業収益 98,768 24,675 7,244 130,688 － 130,688 

セグメント間の内部営業収益
又は振替高 

304 130 280 715 △715 － 

計 99,073 24,806 7,525 131,404 △715 130,688 

セグメント利益 6,654 1,599 3,428 11,682 △3,410 8,271 

（注）１．セグメント利益の調整額△3,410百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,436

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社及び一部の連結子

会社の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から「企業結合に関する会計基準」等を適用

し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するととも

に、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連

結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直

しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益が、「海運事

業」で26百万円増加しております。
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